様式　４
工事完成延期願（第　　回）

１．工事番号　　　　　　　　第　　　号

２．工 事 名

３．工事現場


４．工　　期

５．請負代金額　　　　￥


６．第　回延期


７． eq \o\ad(今回延期,　　　　　)
　上記の工事は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の事由により

令和　　年　　月　　日迄完成の延期を御承認願います。

　令和　　年　　月　　日

　兵庫県契約担当者

　　　　　　　　　　　　　　　　様

	受注者
	住　所

	
	氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　



様式　５
施 工 期 間 延 期 承 諾 書
１　工　事　番　号　　　　　　　　　　　第　　　　　号

２　工　　事　　名

３　工　事　場　所

４　工　　　　　期

５　 eq \o\ad(請負代金額,　　　　　　　)
貴県と請負契約して施工している上記工事について次のとおり工事の

	工事施工期間延期
	をされても当方何等異議ありません。

	 eq \o\ad(一時中止,　　　　　　　　)
	


	工事一時中止期間
	令和　　年　　月　　日から

	
	令和　　年　　月　　日まで


 eq \o\ad(完成期限,　　　　　　　　)　　令和　　年　　月　　日

　令和　　年　　月　　日

　兵庫県契約担当者

様

	受注者
	住　所

	
	氏　名　　　　　　　　　　　　　　　


様式　６
令和　年　月　日

兵庫県契約担当者

　　　　　　　　　　様

	受注者
	住　所

	
	氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　


部　分　完　成　届

下記工事の指定部分は、令和　　年　　月　　日に完成したので通知します。

また完成検査に合格したときは　直ちに指定部分を引渡します。

記

１　工　事　名

２　工　　　期　　　　自　令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　至　令和　　年　　月　　日

３　請負代金額　　　　￥

４　指定部分工期　　　自　令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　至　令和　　年　　月　　日

５　指定部分に対する請負代金相当額　￥

様式　７
	工事番号
	第　　　　号


工 事 完 成 届　　兼（引 渡 書）

１　工　事　名

２　 eq \o\ad(工事場所,　　　　　)
３　請負代金額　　￥

　上記の工事は、令和　　年　　月　　日　完成いたしましたからお届けします。

　また、完成検査に合格したときは、直ちに工事目的物を引渡します。

令和　　年　　月　　日

兵庫県契約担当者

　　　　　　　　　　　　様

　　　　　　住　　　　　所

　　　　　　氏　　　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　(法人は名称　　　　　　電話　　　局(　　　)　　　番

　　　　　　及び代表者名)

　　　　　　

　　　　　　建設業者許可番号

　　　　　　同　年　月　日

様式　８-1
令和　　年　　月　　日

　兵庫県契約担当者

　　　　　　　　　　様

受注者　　　　　　　　　　　　　　

　　住　所　　　　　　　　　　　　

　　氏　名　　　　　　　　　　　　

請負工事既済部分確認請求書

　工事請負契約書第３７条第２項により既済部分の確認を請求します。

　

記

	工　　事　　名
	

	工　事　場　所
	

	工　　　　　期
	自
	令和　　　年　　　月　　　日

	
	至
	令和　　　年　　　月　　　日

	請負代金額
	


様式　８－2

工 事 出 来 形 報 告 書
工事番号：　　　　　　　　　　　　　
工事名：　　　　　　　　　　　　　
受注者名：　　　　　　　　　　　　　

現場代理人：　　　　　　　　　　　　　　　 基準日：令和　 年　 月　 日現在　　　

	費目
	工種
	種別
	契約数量
	単位
	出来形数量
	出来形数量　　　　　　　　比率
	摘 要

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


(注)「工事出来形報告書」作成上の注意事項

　1 本報告書は、契約書第37条に基づく部分払いの請求を行う場合に、「請負工事既済部分確認請求書」とともに

　  監督員に提出すること。

　2「基準日」は既済部分確認請求日と同じとし、同日現在の「契約数量」及び「出来形数量」について記載すること。

　3「費目・工種・種別」は、金抜き設計書の工事費内訳書と整合させ、共通仮設費まで記載すること。

　4「共通仮設費」については、率分のみの場合は内訳の記載は不要とし、積み上げ分がある場合には内訳(種別)まで記載すること。

　5「出来形数量比率」は、出来形数量÷契約数量で算出し、少数第4位以下を切り捨てること。

　  (１式計上されているものについては、別途積み上げ、出来形比率を算出すること。)
様式　９－1
令和　　年　　月　　日

　受注者　　　　　　　　　　　　　　

　　住　所　　　　　　　　　　　　

　　氏　名　　　　　　　　　　　　様

兵庫県契約担当者　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

既済部分確認通知書

　下記工事について、検査の結果、既済部分を確認したので通知します。

　

記

	工　　事　　名
	

	工　事　場　所
	

	工　　　　　期
	自
	令和　　　年　　　月　　　日

	
	至
	令和　　　年　　　月　　　日

	請負代金額
	


　確認した出来高部分に相応する請負代金額　　　　￥　　　　　　　　　　円
様式　９－2

出 来 形 確 認 部 分 内 訳 書

工事番号：　　　　　　　　　　　　　
工事名：　　　　　　　　　　　　　　　検査日：令和　 年　 月　 日　　　

受注者名：　　　　　　　　　　　　　　　基準日：令和　 年　 月　 日現在　

	費目
	工種
	種別
	契約数量
	単位
	出来形数量
	出来形数量　　　　　　　　比率
	摘 要

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


(注)「出来形確認部分内訳書」作成上の注意事項

1 本通知表は、契約書第37条第3項に基づく既済部分の検査により確認した出来形数量について作成し、「既済
部分確認通知書」に添付して発注者に通知するものとする。

2「基準日」は既済部分確認請求日と同じとし、同日現在の「契約数量」及び「出来形数量」について記載すること。

3「費目・工種・種別」は、金抜き設計書の工事費内訳書と整合させ、共通仮設費まで記載すること。

4 ｢共通仮設費」については、率分のみの場合は内訳の記載は不要とし、積み上げ分がある場合には内訳(種別)
まで記載すること。
5「出来形数量比率」は、出来形数量÷契約数量で算出し、少数第4位以下を切り捨てること。

　  (１式計上されているものについては、別途積み上げ、出来形比率を算出すること。)
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